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Abstract 

Athletes are expected to act ethically and morally. In reality， however， misconduct by top athletes such as physical vio-

lence， drug abuse， excessive drinking， and bad behavior are repo抗edby the media and subjected to criticism. Such misconduct 

by top athletes is regarded as an important research subject in the humanities and social sciences of sports. 

The present study aimed to discuss this issue仕omthe standpoints of sport sociology， history of athletics， and sport psy-

chology. With regard to how the present situation of athletes' misconduct can be interpreted， the misconduct was discussed 

as a problem of excessive socialization of sport ethic.s based on deviance theory仕omthe standpoint of sport sociology. From 

the standpoint of history of athletics， history of sportsmanship and athletes' misconduct was presented to indicate that miscon-

duct is not just a current problem but an issue of long standing. For measures to inhibit athletes' misconduct， effectiveness 

of improving psychosocial skills in sport settings and generalizing them to everyday situations was pointed out仕omthe stand-

point of sport psychology. Interdisciplinary approaches as outlined above would be effective in grasping the misconduct issue 

of athletes in a multifaceted perspective. 
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緒言

スポーツマンには倫理観や道徳観が求められ、それは

スポーツマンシップという言葉で表現されてきた。また、

スポーツを通して人格を形成することが期待され、 トッ

プアスリートには完成された人格が求められている D し

かしながら、現実にはトップアスリートたちの暴行、八

百長疑惑、薬物使用、強姦、未成年飲酒などの事件や、

横柄な態度、服装の乱れなどの素行の問題が頻繁にマス

コミに取り上げられ、世間の批判の的となっている。こ

のように、アスリートに対する期待を裏切った、不品行

に関する問題は数多くみられる O このようなスポーツ界

のパラドックスといえる状況を、我々スポーツの教育や

研究に携わる者は、どのように解釈して、どのように対

処したら良いのであろうか。

トップアスリートの不品行に関する問題は、スポーツ

の人文・社会科学の重要な研究課題のひとつであり、ま

た多くの学問領域から学際的にアプローチすることが有
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効な問題だと思われる。そのため、シンポジウムを企画

して体育社会学、体育史、体育心理学の立場からの報告

と議論を行い、その報告内容に加筆し、研究資料として

残すこととしたc

アスリートの不品行の現状をどのように解釈できるの

かについて、体育社会学の立場から、逸脱研究の系譜を

基に、不品行はスポーツ倫理に対する過剰な社会化の問

題として論じられるロまた、体育史の立場からスポーツ

マンシップやアスリートの不品行の歴史が示され、不品

行は今日的問題でなく、古くから存在する問題であるこ

とが指摘されるc そして、アスリートの不品行を抑制す

るための方策について、体育心理学の立場から適切な教

育を行う必要性が指摘され、スポーツ場面で心理社会的

スキルを高め、それを日常場面に般化させることの有効

性が議論される G

このような学際的な論考は、アスリートの不品行問題

を幅広く複眼的にとらえることに有効であるとともに、

問題の本質に迫るためにも意義あるものと考えられる。

(磯貝浩久)

不品行問題:トップアスリートとしての行動規範

がもたらすパラドックス

不品行は、個人の道徳観や倫理観の欠如と捉えるべき

だろうか。それとも、我々が不品行として非難するから、

ある種の行為は不品行となるのだろうかD スポーツ選手

であるか否かを問わず、これに答えるのはなかなか容易

ではない。

本稿では、 トップアスリートの不品行問題を、社会学

領域において理論的、実証的な研究蓄積のある逸脱研究

の系譜に位置づけ考察を行う。具体的には、スポーツに

おける逸脱問題を論じた Coakley(1998)の論考を参考

にしながら、 トップアスリートの不品行問題を解釈する

ための視点について論じたい。

1 .社会学における逸脱研究の流れ

1 )絶対的アプローチ

このアプローチの代表は、構造機能主義である。構造

機能主義は、個人が所属する社会によって社会化される

側面をとりわけ強調する。既存の価値体系や規則は絶対

であり、それに従わない者は逸脱者であるとみなされる。

社会秩序を維持するためには、逸脱者を処罰する包括的

なシステムを作り上げ、それを厳格に適用し、すべての

人に規則を自覚させる必要がある。このような見方に従

えば、逸脱者は社会化の失敗による道徳性や知性に欠け

た存在とみなされることになる。

構造機能主義は社会の変動よりは安定を、個人が社会

を変革していく側而よりは社会が個人を統制する側面を

強調していると批判されてきた。逸脱に関していえば、

何が規則違反であり何がそうでないかの判断基準は、ジ、エ

ンダーや社会階級、人種などの要因毎に多様であり、絶

対的ではないという問題を抱えているorフェアプレー」

は、時として「パカ正直jとして叱責の対象となるので

ある D

2 )相対的アプローチ

逸脱研究に1801支の発想転換をもたらしたラベリング

理論は、このアプローチの代表である D この理論は、逸

脱を個人の性格特性や生育歴・環境の結果だとはみなさ

ない。ラベリング理論の提11日者であるベッカーは、次の

ように述べている。

「社会集団は、これを犯せば逸脱となるような規則を

もうけ、それを特定の人びとに適用し、彼らにアウトサ

イダーのレッテルを貼ることによって、逸脱を生みだす

のである。この観点からすれば、逸脱とは人間の行為の

性質ではなくて、むしろ、他者によってこの規則と制裁

が f迫反者jに適用された結果なのである。逸脱者とは

首尾よくこのレッテルを貼られた人間のことであり、ま

た、逸脱行動とは人びとによってこのレッテルを貼られ

た行動のことであるJ(ベッカー， 1978) 

この理論は、社会集団で「これを犯せば逸脱となるよ

うな規則をもうけ」ているのは誰か、に焦点を当てる。

この場合の「誰」とは、社会においてより多くの権力を

手にしている者である。スポーツにおける規則は、チー

ムのオーナーやスポンサ一、マスメディア等の利害の反

映であり、アスリートのそれではない。このアプローチ

は、アスリートを規則に同意しないか、それに反抗する

ことしかできない権力の犠牲者として理解する。

しかし、このアプローチにもいくつかの限界があるD

例えば、エリート陸上選手における薬物使用は大学や問、

企業のためにプレーしなければならない規則の結果であ

るといういい方は支持されない。なぜなら、同じような

薬物使用は外的なコントロールが強く及ばないところで

も生じているからである D 相対的なアプローチに従って

いえば、アスリートが規則作りのプロセスに参加できる

ようになればスポーツの逸脱はなくなるだろうが、本当

にそうなるだろうか。

もうひとつのrHlJ題は、このアプローチを支持する人々

は「客観的な逸脱」を認めようとしないことである。本

質的な悪や間違いは存在しないのである。そうなると、

逸脱行動をコントロールすることは事実上不可能になる。

スポーツの逸脱をなくすには、スポーツを含む社会全体

の権力の配分を変化させなければならないと相対主義者
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たちはいう c なんと悠長な話であろうか。

3 )代替アプローチ

批判的正規分布アプローチ (criticalnormal distribu-

tion approach) は、「正常」と認められる行為の両サイ

ドで逸脱が生じると考える(医11参照)。従って逸脱と

は、「不適応」と「過剰適応」の形態をとる。

不適応とは絶対的アプローチが規定する逸脱であり、

規則を拒否したり知らなかったりするために生じる。こ

の形態の逸脱を「負の逸脱J(negative deviance) とよ

ぷ口一方過剰適応は、盲目的、無批判的な規則の受け入

れによって生じる D これを、「正の逸脱J(positive devi-

ance) とよぷo この観点からは、スポーツにおける逸脱

者は、道徳的に破綻した者としても権力の犠牲者として

も理解できず、むしろ積極的に逸脱を試みる者として捉

えることができる。この旋破りを加速させるのが、スポー

ツ倫理である。

POsmVEDEV凶HCE NORMALLY ACCEPTED NEGATIVE DEVlANCE 
RANGEOF 
BEHAVIOR 

図1 逸脱研究の新たなモデル:批判的正規分布アプローチ

2.正の逸脱を強化するもの:スポーツ倫理

トップアスリートの世界でスポーツ文化のコアを形成

するのが、スポーツ倫理である。それは、 トップアスリー

トがアスリートになるとはどういうことかを考える際に

重要な基準を提供する D スポーツ倫理を形成しているの

は、①ゲームのための自己犠牲、②卓越のための努力、

⑤リスクの受け入れ、④可能性の無限の追求である O

これらの規範の受け入れを拒否すること、つまり規範

への不適応が負の逸脱である。ゲームのために自己犠牲

を払わないこと、卓越のための努力や痛みに耐えるプレー

を拒否すること、限度内で戦うことはコーチやメディア・

コメンテーターから批判されるc

正の逸脱はこれらの規範を古目的、無反省的に受け入

れることであり、痛み、家庭の崩壊、安全や健康の危機、

短命化など多くの深刻な問題の源泉となる。

3.スポーツの逸脱

1 )スポーツに関連する逸脱(スポーツ内での逸脱)

選手問、指導者から選手への暴力、各種の不正行為、

試合放棄、パンクーパー・オリンピックでのK選手の服

装の乱れ問題に代表されるスポーツ選手らしくない振る

舞い、乱闘、禁止薬物の使用、ルール無視などの行為は、

スポーツに関連する(スポーツ内での)逸脱である D こ

れらは、 トップクラスの勝利を志向するチームのメンバー

によってしばしば引き起こされているといわれるように、

スポーツ倫理への忠誠が背後にあることは明らかである。

高校野球でしばしば問題となる指導者から選手への暴力

は、選手がスポーツ倫理へ忠誠を評わないことへの処罰

と理解できる。禁止薬物の使用に関しても、仮にコーチ

やトレーナーが盲目的、無批判的なスポーツ倫理への忠

誠を選手に押しつけるとしても、選手は道徳性に欠ける

コーチやトレーナーの単なる犠牲者ではないのである。

2)スポーツに関連しない逸脱(スポーツ外での逸脱)

喧際、飲酒運転、薬物使用、性的暴力、学業不振など

は、しばしばメディアを賑わすアスリートによるスポー

ツに閑述しない(スポーツ外での)逸脱である D しかし

ながらいくつかの例外を除いて、彼らを彼らと同じよう

な社会背扶で育った者と比較したとき、アスリートの逸

脱が多いというデータはない。だが「いくつかの例外J、

つまりアルコール摂取と性的暴力に関しては、アスリー

トの逸脱は一般人のそれを上回っている。興味深い議論

が2つある(山本. 2009)。

ひとつは、文学研究者であるセジウイツクの提唱した

「ホモソーシャリティ J(セジウイック. 2001)概念であ

るD

ホモソーシャリティとは、男同士の社会的連帯、粋で

あり、女性の排除や女性嫌悪(ミソジニー)を特徴とす

るO しかし、男同士の関係はあくまで「ソーシャル」な

関係であり、「セクシャル」な関係であってはならない。

従ってホモソーシャリティは、強烈な同性愛嫌悪(ホモ

フォピア)によっても特徴づけられる。ホモソーシャル

な男たちは、自分たちが同性愛者だとみなされないよう、

異性愛者として女性に接することが求められる。このよ

うなメカニズムを通じて女性は、一方では男同士の述;Hf

や幹からは慎重に排除されながら、もう一方では男性集

団を安定させる象徴的存在としてそこに取り込まれる D

セジウイツクがこの概念をジェンダー研究に持ち込んだ

功績は、近代のジ、エンダー配置を「男対女」の二項対立

図式からではなく、男同士の緋を介した「男集団対女J

の関係凶式から明らかにした点にある。男同士の述千ifや

緋は、我々が当然視している近代の性愛関係、すなわち

異性愛志向を維持する上で、さらには、ジェンダー聞の
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権力のアンバランスを維持する上で重要な機能を果たし

ているのである。

さて、スポーツを題材にしたドラマや小説、あるいは

「スポ根」ものといわれるマンガのジャンルを思い起こ

すだけで十分であるが、スポーツは男同士の緋が最も称

揚される領域のひとつである。例えば阿部 (2004)は、

プロレスラーである高田延彦の引退ドキュメンタリーを

事例に、精神面における男同士の結びつきと、そこで周

縁化される女性の存在を浮かび上がらせている。また高

井 (2005)は、女子マネージャーを事例に、男同士のホ

モソーシャルな関係が、男性自身のセクシャリティと男

同士の関係に憧れの眼差しを向ける女性のセクシャリテイ

との共犯関係のなかで維持されていることを明らかにし、

セジウイツクの議論を一歩前進させている。

スポーツが男同士の緋にとって重要な領域のひとつで

あることは、エリアスの「文明化論jを基軸にスポーツ

論を展開しているレスター大学の研究者による研究成果

においても明らかである。

例えばシアードとダニング(1988)、ダニング(1995)

は、 19世紀後半以降、なぜイギリスのラグビーが暴力、

裸、狼義行為、酒浸りなどのタブー破りで中流および上

流階級に属する多くの青少年の興味を引きつけるように

なったのかについて考察している。彼らは、この種のタ

ブー破りの行為の中心に、女性をからかうこととホモを

からかうことというふたつのテーマをみいだし、ラグピー

クラブを一種の「男性領分Jとして概念化することが有

効であるとした。つまり、婦人参政権運動の高まりに象

徴される中流、上流階級の女性の権利意識の高錫が、同

じ階層に属している男にとってますますの脅威となった

ことが、男性性を鼓舞し女性をからかう行為の主要な源

泉となったというのが彼らの解釈である。

スポーツ倫理への集合的な適応は、エリートスポーツ

の集団に団結やかけがえのなさという強い感情を呼び起

こし、メンバ一間に特別の緋を形成するが、こうした強

い感情や緋は女性蔑視や酒浸りを助長する要因であり、

その結果でもあろう o 薬物使用(酒浸り)や女性の虐待

は、スポーツ倫理への過剰適応と関連がある。

おわりに

トップアスリートの不品行問題は、社会化の不足とい

うよりも過剰社会化の問題である。従って、 トップアス

リートとしての行動規範に忠実であろうとする「まじめ

な」アスリートにおいて、不品行問題は生じる可能性が

高いといえる。競争や勝利が至上の価値とされる限り、

この問題は解決が困難であるが、逸脱行動をコントロー

ルするには、スポーツ規範や価値の批判的な再考が何よ

りも重要である。高度化、専門化の著しい今日のスポー

ツは、本当に人生を賭けるに値するものであるのかどう

か、スポーツの意味や価値についての根本的な議論が必

要である。これらは、スポーツの人文・社会科学分野の

研究者に課された課題であろう。

(山本教人)

スポーツマンシップと不品行の歴史

1 .競技者とスポーツの歴史

当該シンポジウム報告として、スポーツマンシップや

アスリートの不品行問題を歴史的に説明することが筆者

に求められた。アスリートは競技者を意味するが、競技

を意味する athleticsは語源的にはスポーツ関連用語

(sport， game， athleticsなど)のうち、もっとも古い紀

元前 7世紀頃のホメロスの作品である叙事詩『イーリア

スj文献にまで遡及できる。古代の時代に競技を行い、

そのことを讃えて贈られる11:・品には、アスロン (athron

athlon) という古代ギリシャ語があてられたが、競技者

は賞品を授与される者であって、不正な手段を行使した

者や生命に危険であると判断された場合は競技は中止さ

れ、賞品は授与されなかった。まさに、競技することが

公正なことであり、名誉でもあった。

一方、スポーツ (sport)の語源は、 awayを意味する

接頭語の de-とca町yを意味する portareが結合した

deportare (ラテン語)という合成請に由来するという

のが今日の定説である o それは、「運ぶJr運び去るJ
「持ち去るJというように、ある場所からある場所への

移動を意味していた。つまり、物理的な移動の意味であ

る。

その後 5世紀頃のフランク王国の時代、すなわち、古

フランス語の desporter、desporterが「気分転換Jや

「脳裏をリフレッシュするJという意味内容を示してい

たように、物理的な移動の意味は、精神的な次元での移

動や変化を示すようになる。物理的・空間的な移動とい

う意味から、精神的、内面的な次元での移動、すなわち

脳裏で、ある状態から異なる状態に移動、転換、変化す

ることによって得られる「喜びJr楽しみjを意味する

ようになったのであるo

15......16世紀頃のイギリスでは、英語で disportなどの

ような接頭辞を伴う用例は少なくなり、現在の sportと

いう形になるo さらに17世紀には、 spo口は、上流階級

の戸外での狩猟の意味で用いられるようになった。遅く

とも 17世紀頃のイギリスでは、王侯貴族のスポーツとい

えば狩猟を意味するほど華やかな文化の一面が見えてく

る。
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2.民衆のスポーツと娯楽に潜む不品行や怠惰

イングランド王ジェームス I世は、民衆のスポーツや

娯楽にも関心を示していた o 1618年に布告された

De，σ'lJlation 01 Storお (Book01 Storls)は、一般に「ス

ポーツ合法宣言jとして知られている。それは、民衆の

スポーツや娯楽を敵対視し迫害していたピューリタンの

態度を牽制し、日曜午後の善良な市民の娯楽を認めるな

ど、当時の民衆スポーツや祝祭に寛容な姿勢を示してい

た。産業革命以前の民衆のスポーツや娯楽は、それぞれ

の地域的な特徴を持ち、農耕的、宗教的祭日や休日との

結びつきからくる季節性の行事としての性格を持ってい

た。それは非日常的な内容で、特別な道具や用具を必要

としない素朴な形式のものであり、また、特別な体力や

技能、あるいは長期的な練習を必要としない即時性のも

のであった。

産業化と都市化の動向の中で、こうした共同体的、祭

目的な民衆娯楽やスポーツは、その伝統的な形式を浸食

され始めた。産業革命の影響で、農村共同体が漸次崩壊

してゆき、工場など事業所での長時間労働や、勤勉な行

動をすることなどで労働規律が強化されたからである。

しかし、都市環境下の労働者の日常は、勤勉な労働のみ

に終止しない。勤務時間後によるパプでの飲酒には、プ

ラッデイー・スポーツがつきものであり、賭博も伴って

いたのである。このように昼間の勤勉な労働の背後には、

夜間・深夜の俗世間としての遊戯(悪しきスポーツや娯

楽)が暗黙のうちに存在していたのである。

宗教的には福音主義が台頭し、伝承的な祭事や娯楽よ

りも敬度な行動が重んじられたため祝祭やお祭り騒ぎの

ための伝統的祭日・休日に対する批判が生じた。また、

悪徳や時間の浪費、飲酒や動物いじめを一掃しようとす

る社会の浄化作用も進展した。伝統的休日制度の崩壊と

産業的休日制度への移行過程において、伝統的な民衆娯

楽やスポーツの基盤がゆらいでいったのであるo

特に、民衆スポーツを「野蛮Jr低俗Jr放縦Jr無秩

序Jとして攻験し始めたのは、 lS-t世紀半ばから力を憎し

た社会改良家や福音主義者であった。彼らは、民衆に限

界を知らない放縦の精神が顕在化し、民衆娯楽やスポー

ツを媒介として、不道徳、飲酒、賭博がイギリス国内の

至る所に広まっていると警鐘を鳴らしているほどであっ

た。このように民衆のスポーツは不品行の歴史そのもの

であったといえる。民衆の悪徳の撲滅と宗教・徳行奨励

のためにいくつかの民間団体や協会も設立された。民衆

のスポーツや娯楽に対するこれらの一連の攻撃、抑圧や

統制は、その一方で民衆を中産階級の道徳的標準である

「レスベクタピリティー」に順応させ、彼らに健全で秩

序あるレクリエーションを習慣付けようとする取り組み

や運動を伴っていた。都市労働者階級の不品行と道徳的

退廃に対して、スポーツやレクリエーションは、特に効

果的な対抗的魅力(カウンター・アトラクション)の方

策とみなされるようになった。民衆にとってこの方策は、

今日では学術的には「合理的レクリエーションjという

用語で説明される。「合理的レクリエーション」は、民

衆スポーツに対する抑圧・改造という側面とそのための

制度的、物質的整備を促進する「博愛的戦略」と呼ばれ

る「福祉的」側面を持っていた。このように、民衆(人々)

のスポーツや娯楽の痕跡を確かめると、不品行や怠惰な

側面が浮かび上がるが、近代社会の中では人々自身が不

品行に陥らないように、社会が(社会改良家や福音主義

者)し向けてきた歴史があったのであるo

3.スポーツマンとは何か

スポーツマンシップとは、肉体的、精神的な抗争をと

もなうゲームや、スポーツなどの競争的、競技的な遊戯

のなかで求められる技能や知識、さらには人間的な精神

的資質とか礼儀作法などの態度、ふるまいといった行動

規範を意味する概念である。一種のコモンロー(制定法)

的な性格をもち、その時代、その帰属する文化閣の道徳

規範、倫理、慣習を反映するが、ときにはそれは単なる

遊戯精神にとどまらず、より一般化され普遍化された市

民的、人間的な道徳と倫理とを象徴的に意味する用語と

して使われる D 一般に、 -shipという接尾辞は、技術、

職業、専門、位階などに期待される技能、知識、態度な

どの闘有の資質を表現するものであるo したがって、ス

ポーツマンシップは何よりも、スポーツマンという用語

が有する意味によって規定される o rオックスフォード

英語辞典J (Oxford English Dictionary = 0 ED )によ

れば、 sportsmanという用語は、 ファーカー (G.

Farquhar)の『素晴らしき策略J(1706-1707年)に初

見されるという o そこでは、遊び人 (aman of plea-

S町 e) の意味で用いられているo しかし、 1677年のコッ

クス (N.Cox)の『紳士のレクリエーションjの序文

には、狩猟家を意味する sportsmenという表記がみられ

る。いずれにせよ sportsmanという用語は、 17-18世紀

にかけては遊戯人や狩猟家の意味で用いられた。ジョン

ソン (S.Johnson) は f英語辞典J (A Dictionary of 

English Language， 1755) のなかで、 sportsmanを野外

のレクリエーションに従事するものと定義している。こ

の野外レクリエーションとは、おもに狩猟、乗馬、釣り

などの活動を意味する sportとほぼ同じ意味であるo し

たがって、近代初期のスポーツマンは、狩猟家 (hunts-

man) に等しかったのであったo sportsmanの概念は、

19世紀まで根強く継承されている。たとえばヘアウッド
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(H. Harewood) は、『スポーツ事典j (A Dictionary of 

sport， 1835)でスポーツマンとは野外での気晴らしを愛

好する人びとのことで、そうした活動を定期的に、技能

巧みに、公正さをもって行う人びとで、この意味で密猟

者とは正反対の人びとであるとしている。

4.スポーツマンシップの用語とその意味

sportsmanshipという用語の初出は、 OEDによれば、

フィールデイング (Fielding)の『トム・ジョーンズJ

(1745年)で、 トムが木の柵を挑び越える乗馬術の技量

を表現する場面に用いられている。辞書の記載でいえば

sportsmanとか sportsmanshipという語が、一種の倫理

的ニュアンスを加味した言葉となるのは、 19世紀末から

20世紀初期にかけてである。 1889年から1928年にマレー

O.A. Murray) によって編纂された OEDの前身の辞書

である New English Dictionary of Historical 

Principle の sportsmanの項には、「行為やふるまいにお

いてスポーツマンの典型的な良き資質を示す人」を意味

すると補足されている。

イギリス、アメリカの 19世紀の辞書は、一様に

sportsmanを狩猟、乗馬、釣り、射撃などを好む人とし、

sportsmanshipをそうした活動の実践と技能を示すもの

と定義している o しかし、 1924年刊行の POD (the 

Pocket Oxford Dictionary of Current English) では、

sportsmanを「狩猟を好む人、そしてまたみずからの敵

にもフェアプレイを許容しなければならないゲームとし

て生活をみなす人、大胆なゲームを行う心構えのある人J

と定義し、人間的な資質をその意味に含ませはじめてい

るo こうしてみると、 sportsman、sportsmanshipという

用語に、一種の倫理規範が成立するのは19世紀末から20

世紀初頭にかけてであったといえる D

5.スポーツマンシップの思想的前提

スポーツマンやスポーツマンシップの語に、倫理的な

ニュアンスが加わったのは、 19世紀中・後葉におけるイ

ギリスのパブリックスクールや大学などのエリート教育

機関におけるゲーム活動の組織化と、アスレティシズム

の興隆とに関係があった。イギリスの近代スポーツマン

シップの萌芽は、アマチュアリズム、フェアプレイ、禁

欲的な鍛練を経て獲得する大人的、男性的、神聖な自己

錬成の理念、近代的組織論をふまえた共同精神としての

チーム・スピリット、騎士道精神の再評価する思想的前

提を必要とした。それが一般に筋肉的キリスト教 (mus-

cular Christianity) と呼ばれる思想であった。

社会的に普とされる行為に奉仕するものとして、身体

を道徳形成の手段に復帰させようとする運動は、 19世紀

中・後葉に高まりを示すチャールズ・キングズリ (C.

Kingsley)やトマス・ヒューズ (T.Hughes) らの筋肉

的キリスト教の思想と運動によって導かれた。彼らは超

越的善、公正へと向けて身体を鍛え、行使することを重

視した。換言すれば、身体の道徳的行使と道徳形成機能

への着目であった。キングズリは、 f酵母J(1848年)や

fオールトン・ロックJ(1850年)の社会小説を描くなか

で、ゲームやスポーツを産業革命のもたらした資本主義

的悪環境の下で身体破壊にあえぐ人びとの身体的再生を

導く文化として位置づけたのであるo 同時に、資本主義、

自由競争と自由放任主義を一定の批判的視野にすえ、階

級闘争を抑止しつつ、人々を国民統合へと導こうとする

協同精神の重要性を訴えた。ヒューズも fトム・ブラウ

ンの学校生活J(1857:年)のなかで、ゲームをひとつの

制度 Onstitution) ととらえ、同胞な識を媒介とした団

結、利己的でない協同、位階性にもとづいた規律、相互

信頼や統率力を培うチームゲームを'ft:賛した。フェアプ

レイの精神は、パブリックスクールで「プレイ・ザ・ゲー

ムplaythe game =正々堂々とプレイするJという言葉

にこめられている。パブリッタスクールで育まれた、

「プレイ・ザ・ゲーム=正々堂々と行動する、イテイ・

イズ・ノット・クリケット=公正CiEしいこと)でない」

などのイディオムは、遅くとも20世紀初頭には倫理規範、

行動規範となりはじめた。

まとめにかえて

スポーツマンシップは、一種の世俗性、普遍性をもっ

スポーツ精神を集約するイデオロギーを形成することに

なる。 20世紀初頭から、スポーツマンシップを重要な教

育機能をもつものとしてとらえ、それを条項化していく

試みが生まれる。これらは不文律、慣習法としてのスポー

ツマンシップを成文化し、倫理綱領化しようとする試み

であった。 21世紀の国際社会において、スポーツマンシッ

プは、多様な人道的資質をこめられている。理想主義的

にいえば、スポーツマンシップは、政治、宗教、文化、

階級、人種、性差、あらゆる差別を超越する人類愛、人

間愛、民主主義をはぐくもうとするものであり、競争を

媒介として相互信頼と平和とをもたらそうとするヒュー

マニズムの主張である。今日、スポーツマンシップとフェ

アプレイの世界的な普及運動は、オリンピックムープメ

ントによって進められている D そして、グローパルな問

題と連関しているといえるのである。今日、アスリート

の不品行の問題があとを絶たないのは、スポーツそのも

のに元来から存在した遊戯性の性質の上に成り立ってい

るからであろう o スポーツが歴史的に担ってきた遊戯の

要素とそれらが特に民衆(庶民)の場合に、彼らのスポー
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ツや娯楽がパプでの飲酒や賭博と結びついていた実態が

あったことも挙げられる。スポーツやスポーツマンとい

う用語の意味に、賭けとの関連を示すニュアンスが残存

していた。健全なスポーツによって人間形成に寄与して

いる現代のスポーツは、近代以前は不品行とも一部に関

連を有していたのである。我々も、現代という歴史の渦

中に位世づいているとすると、アスリートの不品行が身

近な話題になっていても不思議ではない。しかし、不品

行は看過することはできないし、けっして容認できるこ

とではない。

(榊原浩晃)

アスリートの不品行を抑制するための教育の可能性

1 .スポーツは人格を形成するのか

「アスリートの不品行を抑制するためには、どうすれ

ばよいか」という問題を考える際に、まずは、「スポー

ツは、人格形成に資するjという命題の真偽について理

解を深めておく必要があると考えられる。結論から言え

ば、「スポーツをしているだけで、人格が形成され、人

間性が育成され、品行方正となるJという命題は、必ず

しも「真Jではなく、この命題にあるような前提から脱

却した上で、アスリートの行動を検証する必要があると

いうのが、筆者の主張である。

確かに、スポーツは、人間性の育成に多大な貢献をし

うる文化事象であることは間違いない。たとえば、 Fox

(1998)の自己概念モデルに基づくと、サッカー経験の

影響について、下記のような一連のプロセスが想定され

るo

得点効力感(得点できるという期待)の向上→シュー

ト能力(シュートを決める能力)の向上→サッカー

有能感(サッカーに対して能力があるという認知)の

向上→スポーツ有能感(スポーツ全般に対して能力

があるという認知)の向上→身体的自己価値(自分

の身体には価値があるという認知)の向上→自尊感

情(自己に対する肯定的評価感情)の向上

このように、スポーツの実践を通して、適応的行動の

重要要因と位置づけられる「自尊感情Jが向上すると考

えられており、スポーツは、人格形成や人間育成を促進

する可能性を有していると言うことができるだろう o し

かしながら、一方で、以下に示すように、人間性に対す

るスポーツの効果に関する否定的な言説も存在している 0

・「スポーツ:もし人格を形成したければ、他の何かを

しなさいJ(論文のタイトル。 Ogilvie& Tutko， 197I) 

・「スポーツは、人格を形成するのではなく、それを顕

わにするだけであるJ(Heywood Brounの言葉o

Kniker， 1974) 

・「単にスポーツをしているだけで、自動的に、心理社

会的な利益が得られるわけではない/スポーツそれ自

体に、魔法のような何かはないJ(たとえば.

Papacharisis et a1.， 2005) 

実際、 Bredemeierらは、大学生バスケットポール選

手の道徳的思考水準が、スポーツ場而、日常場面のいず

れにおいても、非競技者のそれよりも低く(Bredemeier 

& Shields， 1986a， 1986b)、接触程度の強いスポーツで

は、道徳的思考水準とスポーツ参加期間との問に、低い

が有意な負の相関があること (Bredemeieret a1.， 1986) 

を明らかにしており、「人間的」とみなされる行動の基

盤となる道徳性が、アスリートにおいて、必ずしも十分

に発達していないことが示唆されているo

さらに、「スポーツ場面で望ましい社会的行動ができ

たとしても、それが日常場面でもできるとは限らない」

ということも、しばしば指摘されている(たとえば.

Papacharisis et a1.， 2005) 0 杉山 (2002) は、競技場而

で他者の考えを理解するコミュニケーションスキルと日

常場面で他者に共感する能力との聞に一貫した関係が認

められなかったことから、競技場面と日常場而では、育

まれる心理社会的能力に相違がある可能性を示唆してい

る。

これらの言説や実証的研究の結果を受けて、市村

(2008)は、「人々が期待することは、スポーツは子ども

たちに道徳的美点を学ぶ機会を与え、学習した道徳性を

生活のさまざまな場面に転移させることができるように

すること (pp.5-6) Jなどと論じ、スポーツをすること

それ自体が心理社会的利益をもたらすのではなく、スポー

ツという場での「学習jが必要であり、また、スポーツ

場面で学習されたことを日常場面でも有効なものとする

ためには、「転移」をさせる必要があると主張した。

このように、アスリートの人間性を育成するためには

(より具体的に言うならば、アスリートの不品行を抑制

するためには)、単にスポーツをさせるだけではなく、

必要なものを学習によって身につけさせなければならな

い、と考えるべきであろう D 先にも述べたように、スポー

ツは、人格形成・人間育成に資する場となりうるが、そ

こで適切な教育が行われなければ、品行方正な人間を育

むことはできないのである D アスリートの不品行問題に

対する有効な解決法を見出すためには、このような人間

性に結び、つく「心理社会的側面の学習」が必要であると

いうことを前提とすべきである。

2.心理社会的スキル教育

ところで、アスリートの「人格形成Jに関する議論は、
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これまでにもしばしば行われていた(たとえば，中込，

1993)。そこでは、「そもそも人格とは何かJといった基

本的概念の理解に随伴する問題もあり、どのように「人

格」を「教える」べきかについては、実用的な答えにた

どり着くことができないでいたと言ってよいかもしれな

い。このような中、近年、「心理社会的スキル (psycho-

social skills) Jという概念が導入されるようになり、人

間性教育の問題に、新たな展開が生まれることになった。

心理社会的スキルとは、心理的あるいは対人的な問題

を解決するための、認知・行動に関係する技能のことで

あり、ストレス対処スキルやコミュニケーションスキル

などが含まれているが、これは、運動スキルのアナロジー

で捉えることができる概念である(Argyle，1967を参照)。

すなわち、運動スキルが、示範 (demonstration)、模倣

(modeling)、練習 (practice)等によって向上させるこ

とができるのと同様に、心理社会的スキルも、適切な学

習プロセスを経ることによって、獲得され、向上するも

のであるとみなされている。この心理社会的スキルの教

育については、スポーツに限らず、日常生活を含む様々

な場面で取り上げられており、特に、ソーシャルスキル

トレーニング (socialskills training: SST) に、多くの

注目が集まっている(たとえば，相川， 2009)。

確かに、アスリートの非社会的行動あるいは不品行を

抑制するためには、人格形成・人間育成を進めればよい

のであろうが、そのために、具体的に何をどのように教

えればよいのかは、非常に不明瞭である。その一方で、

心理社会的スキルであれば、学習理論に従って練習を積

み重ねることで、向上させることが可能であるo 心理社

会的スキルが獲得されれば、社会的に不適切な欲求を抑

制することができる、あるいは、適切な対人行動をとる

ことができるようになって、その結果、不品行を抑える

ことができるようになると考えられているo

ただし、心理社会的スキルと人格あるいは人間性は等

価ではないということは、付け加えておかなければなら

ない。言い換えれば、心理社会的スキルが身についたか

らといって、人格・人間性が形成されたと考えるべきで

はない。心理社会的スキルは、情況や課題に適切に対処

するための「技能Jに過ぎず、それだけで、人間性の評

価とするべきではない。しかしながら、様々な非社会的

な誘惑に抗い、不品行に至らないようにするという目的

に対しては、十分な効力を有しているものであると言え

るだろう o

3.スキルの転移・般化

一方で、前述したように、この心理社会的スキルは、

ある場面で使用できるようになったからといって、異な

る場面でも使用できるとは限らないと考えられている。

具体的に言えば、スポーツ場面で心理社会的スキルをう

まく利用できても、日常生活においてそのスキルを効果

的に用いることができるとは限らないのである。スポー

ツ場面での学習が日常でも効果を持たなければ、このよ

うなスキル学習が、「人間性教育Jに貢献したと言うこ

とはできないだろうし、アスリートの不品行の抑制にも

役立たないものと思われる。日常場面で用いられる心理

社会的スキルは、「ライフスキルJと呼ばれているが

(WHO， 1997)、スポーツ場面で獲得した心理社会的ス

キルを、ライフスキルの獲得・向上に結びつけるために

は、スキルを転移 (transfer)あるいは般化 (generaliza-

tion) させる必要がある。この転移・般化も、心理社会

的スキルの学習と同様に、自動的に生じるというもので

はないと考えられている(たとえば， Gould & Carson， 

2008) 0 Gass (1985) は、冒険教育における学習が転移

する条件として、「獲得スキルが他の状況でも価値があ

るという信念J、「スキルがどのような文脈でどのように

学習されるのかについての知識J、「状況の類似性J、「転
移への支援と強化」など、 10の条件を挙げており、

Gould & Carson (2008)は、このような条件が、スポー

ツを通して獲得された心理社会的スキルのライフスキル

への転移をどのように促進するのかについて、今後の研

究で明らかにしていく必要があることを強調している。

4.スポーツの特徴を生かす

以上、アスリートの不品行を抑制するためには、適切

な教育が必要だと述べてきたが、それは、必ずしも、

「ゼロJから心理社会的スキル教育を施さなければなら

ないことを意味しているわけではない。スポーツ場面で

獲得された心理社会的スキルは、適切な指導・教育によっ

て、ライフスキルへと効率的に転移・般化させうるもの

であり、また、スポーツ場面での心理社会的スキルも、

適切なスポーツ教育の中で、育むことができるものであ

るo このことから、スポーツを学ぶ中で、競技に必要な

心理社会的スキルを学習させ、その転移・般化を支援す

ることによってライフスキルを獲得させることで、アス

リートの非社会的行動を抑制することが可能になると言

える。とはいえ、繰り返しにはなるが、スポーツでの心

理社会的スキルの獲得も、ライフスキルへの転移・般化

も、ただ単にスポーツをしているだけでは実現しないと

いうことは、十分に認識しておくことが必要である。

まとめ

アスリートの不品行を抑制するためには、以下のこと

を理解し、実践することが期待される。



磯貝・ 111本・榊Jfit.杉111:スポーツ界のパラドックスがもたらすトップアスリートの不品行問題 27 

1) rスポーツをするだけで、人格が形成され、人間性

が育成されるJという既成概念から脱却するとともに、

この問題の解決のための適切な教育をする必要があるO

2) r人間性Jそれ自体の教育は、非常に難しいと認識

されている。それに対し、心理社会的スキルは、高い

教育効果を見込むことができるものであることから、

このようなスキルを学習させるべきであるo

3 )確かに、スポーツは、心理社会的スキルを学習する

のに適した場面ではあるが、それがライフスキルへと

転移・般化きれなければ、不品行の抑制には至らない

だろう o 心理社会的スキル教育においては、~移・般

化についても.適切な教育を施すべきである D

(杉山住生)
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